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内 地 落 葉 松 の 黒 煮 に 就 い て(第1報)

内地落葉松の心,辺 材別の蒸解機構の相違に

及 ぼ す気乾の影響に就いて

渡 部 常 樹

StudiesontheblackdigestionofLarixKaempferiSarg.

(Karamatsu)1.

OntheeffectsoftheseasoningasthesawdustsofKaramatsu

uponthedifferencesofthemechanismin、theheart

woodandthesapwoo(fbythesulfitecooking

TsunekiWatanabe

緒 言

著者は先 きに別の機会1)に 於て,内 地落葉松の如き亜硫酸法蒸解の極めて困難な樹脂材

は,其 の蒸解中の機構が心,辺 材別の差異により顯著に相違 しているととを知見したので
シーズニング

あつた.斯 る落葉松の心,辺 材別の差異による蒸解機作の相違は,材 の乾枯(本 実験に於

ては木粉状 として,雨 露 に曝さすに放置乾燥すること)に 依つて,如 何に変化するもので

あるかを追究することは,軍 に蒸解の理論の面のみでなく又 バルブ 化の 実際の面に於て

も,其 の基礎資料の一端 ともなるのではないか と考慮されるので,舷 に簡単 に報告する.

本研究に際 し,終 始御懇篤な御指導 と御鞭健とを賜わつた西田教授 に深謝の意を表する

と共に,実 験資料 を御恵逡頂いた国策パルプ会社 の方々に対 し厚 く感謝する次第である.

実験 の 方法並 に結 果

資 料

既報1)に於て使用 した試料と同一内地落葉松(LarixKaemPL角 グ`Sarg.)の 心,辺 材

両部の木粉状試料 を使用 した・即ち前叩1)よ り更 に約12ヶ月 気乾 した ものである・鼓で

本報並びに後報に於て屡 々用いた気乾(A),(B),(C)等Z)標 識に就いて 一言附記するご

とにする.尚 本研究に使用 した内地落葉松は旭川国策パル プ会社の御寄贈によるもので,

本学着荷後数ヶ月 に して剥皮後心,辺 材両部に分離 し,鋸 にて木粉状試料に調製 した.而

して気乾(A)と あるのは,木 粉状試料に調製 した比較的直後の場合の試料'1)を指示 し,

気乾(B)は 気乾(A)よ り約6ヶ月 経過 した試料を示 し,気 乾(C)な 気乾 くB)よ り

更に6ヶ月 風乾 した木粉状試料を指 すのである,
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実験方 法

実験の方法に就いては,殆 ど既報1)の場合と可及的に同様に実施 したので省略するが,

追加 した事項を記述すれば,次 の如 くである.著 者は以前2)に 落葉松類は亜硫酸蒸解困難

の ものほど,チ ツブとしては,其 の蒸解の極めて初期に於て全亜硫酸又は遊離亜硫酸 をよ

り少なく吸収乃至は浩費する傾向があつて,蒸 解の難易 との関聯が見 られたのに対 し,既

報1)の 如 く木粉状 試料としては,蒸 解の極めて困難な心材 は容易な辺材 に対比 し,蒸 解の

初期過程 ② に於ては,逆 に全亜硫酸(ca.0.35%),遊 離亜硫酸(ca.0,70%)を より

第1図.蒸 解 曲 線.

多 く吸収 乃至消費する事実を知見 した

のであつた.依 つて今回はi蒸解の極 く初

期通程即ち約30分 にして60"Cに 達 し

た蒸解過程 ⑥ の場合 も必要であると推

察 して第1図 の如 く追加 した.而 して更

に,心 材試料 を大型 ソツクスレー抽出

器 を用い,ア セトンにて完全に抽出した

(約20時間 浸出 し,風 乾後8ぴC,2時

間定温器申に乾燥する.ア セ トン抽出卒

5.10%)樹 脂分遊離の試料(既 報3)と 同

棟に之を脱脂心材 と仮称する)を 作製 し

て,心,辺 材の両場合 と全 く同様に実験

したのである'其 の狙いとする処は,樹

脂材の 亜硫酸 蒸解妨害 の 因をなすと見

られる樹脂分3・9)の影響 を知 るためであ

り,観 点をかへれば,心 材中の主として

多糖類の亜硫酸蒸解中の挙効 に就いて老

察することが出来るか らである・次にこれ らの実験 結果の中・本粉成分の蒸解状態 に関す

る部分を一括表示すれば,第1～9表,第2～10図 の如 くである・

実 験 結 果 の考 察

A.気 乾による内地落葉松材の心,辺 材別の組成分 含有量の変動に就いて

第1表 に依れぱ,気 乾 によつて全繊維素含有量は,心,辺 材 とも若干の減少を来す傾向

が見 られるのに反 して,多 糖類は著 しく増加 している種類 もあ り,組 成分含有量間の変化

が可な り明かに現われている.気 乾(A)に 於 ける全繊維素中のα-繊 維素の含有量に就

いては,'心材 と辺材間では相当な差異を示 し,辺 材中のα-繊 維素量は心材 ‡り遙か に少

なく,γ-繊 維素量は著 しく大であつた.然 るに気乾(C)に 於ては,繊 維素間の変移は

少な く,辺 材では可なり著 しく変動 してい る.元 来,心 材は植物体中組織細胞の枯死 した

部分であり,辺 材は未だ生活機能 を営みつ 」あつた部分であるが,気 乾により心材 も辺材

と近似の全繊維素の内容を示 している.こ の繊維素の変化に対 して,ガ ラクタン,マ ンナ
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ンの量は,心 材 も辺材 も共に

相当多量の増加 を示 している

点は特 に注目すべきである.

而 してペン トザ ン,リ グ昌ン

の含有量は,其 の変化が僅少

で判然たる相違は認め難いよ

うである.舷 で落葉松類の亜

硫酸蒸解の難易の点から判断

すれば,多 糖類中ガ ラクタン

含有量 の 増加は 注意 すべ き

で,気 乾(C)の 本試料は気

乾(A)の それより,蒸 解は

更 に 困難 なりと予想 されて

よい筈であるが,予 期に反 し

て,蒸 解は遙かに円滑に進行

することは後蓮の如 くで興味

がある.次 に樹脂分の含有量

に就いては,心 材の場合は増

加 し・辺材では殆ど変化が見 られないが,減 少する傾向は全 くない ようである.こ の点丸

太材のまL気 乾 した赤松の場合4)と は其の趣 きを異 にするが如 くである.以 と要するに,

材別の差異に拘 らす,気 乾によつて,一 般に組成分的には,輩 に樹脂分量のみでな く,繊

維素量に も殊に多糖類の含有量には変化が生することが明かであZ、.

B・ 内地落葉松の心,辺 材別の差異と気乾による蒸解過程 中の変化に就いて

1)牧 率(第2表,第2図)

第2表:残 留 木 粉収得 量(第2図).

心 材

_華 醐 鑑 _L望L」 ⑥L@」 一③1④ ⑤
　

牧 牽%(100.0100
.0)issTt(ζ8:含)(今 量「19)(§8:2)(彗 ム:塁)

脱脂心材

聾 堂 墨」 」 皇」.』L璽 _L隻L_包1⑤
牧 率%11・ …}・ …1酬71・6[51司 ・7・6

辺 材
蒸 解 過 程1①1⑥1②1③1④1⑥

牧as%(100:8)9話(琶 塁:2(;§:?(98:})(溜
1-'

()は 気乾(A)の 場合.
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気乾による収得量の増大は常識的に予

想 されることではあるが,本 実験の場合

は心材 も辺材 も共に顯著である.而 して

心材では,そ の過程 ② までは,気 乾 し

ても殆んど変化がな く,爾 後の過程か ら

判然 と変化 している.然 るに辺材 は初め

か ら,明 かに牧率の増大する状況が見 ら

れ る.尚 心材 を睨脂 した場合 も心材無処

理の場合 と極めて近似的な牧率曲線を示

し,初 期過程 ⑥ に於いて或 る差異が見

られる点が異 とさるべきであろう.而 し

てこの蒸解過程中に於ける牧率の変化 と

後述の気乾 とパルプ化との項 は,気 乾の

効果がよく現われている.

2)多 糖類の溶出状態(第3～5表,第

3～5図)

既述の如 く,多糖類中 ガ ラクタン,マ

ンナン等の組成分は,気 乾により一般に

第2図.牧 率

第3表:残 留木粉中のマソナソ(第3図).

心 材

蒸 解 過 程 ① ⑥ ② ③ ④ ⑤

残留木粉に対する% 9.82
(4.57)(3.80
8.755.88)1(葦

03)
05

(0
2
32)

58

木 材 に対す る% (4.90
7.69)1繭

(3。63)

7.07

(2.47)(0.73
4222.05)

(0
0
10)
99

木材 中のマソナン%
に 対 す る t(100.OO)-10〔).OO112.87

(74.()8)
91.93

(器:劉(圭 含92)
66

(204)
1289

脱脂 心材

蒸 解 過 程 ① ⑥一「6 ③ ④ ⑤

残留糊 に対する%-16・9117・691・2・i3・7・12・73

木 枷 ・ 対 す る%17・69i5・8816・4113・ ・2[1・91i1・ ・3

木材中のマソナソ%
に 対 す る

100.00 7氏46上8翫361璽 ⊥
.2竺 ⊥!i3392.39一

辺 材

蒸 解 過 程 ド ①i⑥1②1③1④ 【 ⑥
T-_r-_ttt-一 「一一一 一一一 一 一 一一 一t_r■ 一 一幽一 一"

囎 木粉に対する%i=17 .ヲ61(6.707.51)1(謙1(鯉1(と:ll)

木 材 に 対す る% (1:9:)測(琶ll)(葦:19) (1.20)(0●64)
0。711.40

木材中のマソナン%
に 対 す る

(1CO.OO)
100.OO

一・(79

83.1177 9>)盟 」 今:9葦)ll§嵩)

()は 気乾(A)の 場合.
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著 しく増加 しているが,其 の蒸解中 の溶

出速度は却つて漸次減少する傾向が見ら

れる.通 常他の樹種に比較 し異数に多い

と称せ られるε-ガ ラクタン5)の溶出状

態6》は,気 乾(C)に 於ても,蒸 解の初

期 ② に溶出している量に就いて は,心

材では殆 ど等量であるが,辺 材の方が寧

ろ多 くなつてい る.而 してガラクタンの

溶解状態 は心材 も辺材 も同様な溶解曲線

を示 している.樹 脱脂心材の場合は,蒸

解の初期に於けるマンナン,ペ ントザン

の溶解状態 に差異が見 られ,心 材の場合

と全 く対瞭的である.心 材の有機溶剤前

処理により,多 糖類は易溌性とな り,全

般的に無処理の場合 より速 く溶出してい

る.之 を要するに,気 乾 による多糖類の

蒸解檬相は心,辺 材共に大いに緩漫とな

り,殊 に心材は甚 しい.と の点のみ より

第3図.マ ン ナ ン.

第4表:残 留木粉中のガラクタン(第4図)・

心 材

蒸 解 過 程 ① ⑥i② ③ ④ ⑤

囎 木粉に対する%1=1砺(0.162.44)1(α 馴=

木 枷 ・対す る%1(言 輩)12 .葱t(?:δ9)(0.L2)

杏塑 傑 寿ク£%i(100.001QO.OO){41蕊1謡)1(響 上 _一;

腕 脂心材

蒸 解 過 程 1①1⑥1②1③1④1⑤

残留木粉に対する% 1■3・ ・3i2・971■ ■ 一

木 材 に 対す る% 16・9412・5812・191-1■ 一

励雅購 乙% 100。00138。76137。75

辺 材一
,蒸 解 過 程

1①
⑥

一

②{③ ④ ⑥

残留木粉に対する% 1訓(ム?ム)1(哩)i

木 材 に対 す る%
(2.06)
3.44

(100.00)
100.00

剛(?
90)(022)

95一

桝勉爵蟹% 52副(箋
45)
69 1(10・27)!

()は 気乾(A)の 場合.
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第4図 ・ ガ ラ ク タ ン 。

言へば,非 繊維素物中 多糖類の蒸解初期

に於ける急速な溶出は 副反応 生起の結

果,リグニン の溶出に有害であ り,或 る

量以上の糖類の残存は蒸解の中期までは

却つて必要である点か ら言へぱ,糖 類は

1種 の保護的7)機能 を有すると云へるか

も知れない.

3)リ グaン,樹 脂分蛙びに荻分(第6

～8表 ,第6～8図)

内地落葉松の心,辺 材別リグニン の溶

出状態 は,気 乾によつて大部その趣 きを

異にして来る.気 乾(A)に 於ける心材

の過程 ④ に於ける駄態は,気 乾(C)の

過程 ⑤ に於ける場合 と略同じである.

叉気乾(A)の 心材の過程 ⑤ に於ける

場合 より,却 つて小であ り,と れは又辺

材に於て も同様である.気 乾(A)に 於

ては心,辺 材 両部分のリグニン 量は 過

第5表:残 留木粉中のペソトザソ(第5図)・

心 材一
蒸 解 過 程1①1⑥1②1③i④1⑥

残留木粉に対する%i=!i。 ■sl艘)1(参:1釧(ま:劉(囎
一禾 看疋爾ヨこポ 秀…「q

8£朗 『}9.9。 「(諺1〆 「(9盛§)丁一(占:皇§)T-(?ラき」ド

貌 宙欝 霧%i(100.00100ゆo){,。 測(霊 今劉(珪 囎(ム 欝 巨 琶ll)

脱 脂心 材

蒸 解 過 程1①1⑥1②1③1④1⑤

囎 糊 に対する%1-「 砺16・94166gl5・9413・55

木 枷 ・対 す る%11・ ・5519・ ・216・1・15・ 。513・23i141

李塑 密 縄%11・ ・…1・5・51157・ ・41・7・ ・5i3・ ・6・1132S

辺.材

蒸 解 過 程1①!⑥!②i③1④1⑤

囎 木粉に対する%1=ll9 .4-il!3:劉(6.698.21)1(含:訓(9ig?)

木 材に対する%1(8劉,訓(;二2訓(含 劉(ぎ:ll)1(li99)

慌 忠暫 手ト芸%i(188:88)194訓(;洲(潴)1(器:;1){'儲)

()は 気乾(A)の 場合.
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程 ⑧ まで,気 乾(C)に 於ては,過 程

④ まで略同様であるが,夫 々其の後の過

程に於て著 しい懸隔を惹起 してい るが,

とれは後報に於ける蒸解液の成分変化を

参照すれば判明するが如 くに,蒸 解液の

酸性度の 変化に略比例 しているのであ

る.気 乾(C)の 心材の残溜リグニン 量

は 残留木粉に対 し約7.6%で 木材中の

リグニンに対 し約10%で 依然全量の約

14以 上 を占め,略 細胞壁 申に存在する

リグaン 量8)以 上 に相当 し,却 つて気乾

(A)よb大 となつているのは,蒸 解液の

酸性度 〔H'〕の減少によるものである.

即 ち落葉松の心材は其の伐採後の相当長

期間中は,蒸 解中に或 る副反応生起の結

果,生 成増穴する過剰の水素イオンの作

用により,最 高温度蒸解時に於いて 樹脂

分(特 殊 フエノール類6・9,10))と.リグニン 第5図.ペ ン トザ ン.・

第6表:残 留木粉中の リグニソ(第6図)・

心 材

蒸 解 過 程1①;⑥1②1③1④1⑥

残留木粉耐 する%1=13。 訓(29.94)(29.1634.1025.53)llε:捌(鴛;)

木 枷 ・対する%陽1ム)12副(萎1一

歪材穿 リギ%%1({翻 ∫「gこ露 「 囎)}(蟹 贈1膿)

脱 脂 心材

蒸 解 過 程1①1⑥ 「 ②1③1④1◎

囎 木 粉 に 対 す る%1■312・13・ ・67127・891・ ・561…2

木 枷 ・ 対 す る%i2・ ・131・6・59125.581・9…112・67i・ ・31
皿…秀 撫

リデ ニ 劉 い ・・…191 .281・7・81168・55i・3・ ・911・ ・6

辺 材

蒸 解 過 程1①1⑥1②i③i④i⑥

残留撒 対する%ピ=:「2π 巨 陽;訓(塁 含:劉 囑z)1(0.001 .25)

木 材に対する 釧(塁1劉,, .z6i(塁1:劉(ム8劉 甥)1(講

押 穿 り詮 謡 ヨq臨)ig薦1(892092.56)1(鰯)「 傷 翻 一(贈)

1)は 気乾(A)の 場合
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第6図.リグニン.

乃至リグニン ・スルフオン酸 との樹脂化

(フ エノール化)を 促進,尚 斯る樹脂化

したリグニン と繊維素 との物理的又は化

学的結合 を切断分離するが如き,即 ち気

乾(A)の 過程 ⑤ に於けるが如き結果

を来す為めであろうととは,次 の樹脂分

の溶出状況(第6表,第6図)と 併察す

れば明かとなるものと思はれる.撫 て現

今木材中のリグニン は,針 葉樹リグニン

と広葉樹リグニン との2種 類に区別され

ているが,心 材部 と辺材部の区別明かな

るものに於ても,未 だ心材リグニン と辺

材リグニン 間には,殆 ど相違11)はないも

のの如 くで,リ ツター8)其 の他の諸氏に

よれば,中間 膜が最 もリグニン に富み,

約75%を 占め,細 胞膜壁の1-3暦 に
.残部の量は存在 し

,叉 同理2)に よれば,

心材と辺材の区別はな く一様に分布 され

第7表:残 留木粉中の樹脂分(第7図)・

心 材

蒸 解 過 程

残留木粉に対する%

① ⑥ ② ③

=11弱1(2.55)(2.091.641.67)1

(4.95
5。48)11訓(子:99)1(}:S8)i

④

(2.04)
正.45

(0.73)
0。73

⑤
一で 説)

1.83

'木 粉
に 対 す る%

奢榊 騨脂筏%

(1.04)
0.70

(100.OO)
、8.93腸)階:3乙)(逡:19)(鯉

脱 脂心材

蒸 解 過 程

囎 木粉咽 する%1

木 粉 に 対す る%1

①1⑥1

引 ・・321

3・311・ ・27i

②1③1④

・・171・ ・13i

・・141…gl

⑥

・・16「f石

・・。・1・ ・38

木材中の樹脂分に
、対 す る %11・ ・…18・161倒2・7212・42111・48

辺 材

蒸 解 過 程

残留木粉に対する%

本 粉に 対す る%

木材中の樹脂分た}一%
対 す る

① ⑥

=:1蕊

(2。21
221),.s9

(i器8鋭
、,.54

② ③
(1.11
0.70)(8:ll)

(0.98
0.65)(8:量 皇)

蟹)(25.3419.00)

④

(0.68)

畷8

(0.33)
0.35

(1亙 り3)'

15.84

⑥

(0.70)
0.67

(O.26)
0.29

(11.76)

13.12

()は 気乾(A)の 場合.



渡部常樹:内 地蓄葉松の黒煮に就いて(第1報) 193

て"る と報ぜ られている.落 葉松辺材 リ

グニ ンは,そ の膜細胞リグニン に至るま

で比較的容易にスルフオン化 され溶出す

るが,心 材では,細 胞膜申のリグニン は

容易にスルフオン化されない.よ しスル

フオン化 しても細胞膜を透過 し溶出する

以前に,リグニン 分子中の活性カーボ昌

ル基i3)に於ける樹脂14)との縮合反応(フ

エ ノ・・…ル化)が 蒸解液中に進行9)す るの

で,斯 くの如 く樹脂化 し易 く,一 たん樹

脂化 したリグニン が蒸解の末期に於いて

繊維素 との強力な物理的又は化学的結合

より破 られて,一 部は漸次分離溶出され

るが,伺 残留する部分多き為め,心 材は

辺材 よりリグニン 量 多く,パ ルプ も着

色14)著しいもの と考へ られる.然 るに脱

脂心材の場合は,斯 るリグニン分子中 の

活性基 と反応 し易い物es9・le)が存在 しな

第8表:残 留木粉中の荻分(第8図)・

心 材

.蒸 解 岬._.L① ■ ⑥1㊥.L③L④.L⑥.

F9豪留杢粉醜2至_%i二li漏 」(髪81上 一(鰯≧.L≦翠琴1.L(茎二言駐涌 雨
する 刎(8劉 刺(}捌(}劉(}:劇 ・(も二1・1)

一一委1夏 碁霧7回 ㎝て溜]i

,tti-一(f7♂1269.4)一(魏ア「(辮 「「.tg,:9「

脱 脂心 材

蒸 解i過 程1①1⑥1⑭1㊥1Ul◎ 一

残留木粉に対する%/■1・281・2111剥2・8112・3・

味 材 に 対す る%1・ ・6811・ ・9i1・ ・11,・3sl1刈 ・・86
　斎 琳 李瀬 卵 「 爾 「 一一i66:irTi4b15-

19&5巨a・i1添

辺 材

蒸 解 過 幾 _LΩ 」 ⑥..」 璽」 里,_-L曾 」_璽_

Il醸 木廻 立研 ⊥ 三 ⊥P副(}愛L(遭L丑 劉 ∫1翌一痢糎

塾 堕」を雀_L穐 量≧L.旦i互Ll?i袈≧L≦堪).1話躍)1(0.350.50)

翻 惣 齢 蜜%1(18068)17測q乙 書釧(鯛)1(1992:?)i(鰯

()は 気乾(A)の 場合。
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第8図.灰 分.

いため,残 留リグニン 量 は,心 材は勿論,

辺材に比 して も,常 に寡少で あつた 事

実3)も よく首肯 されるのである.而 して

斯るリグニン 分子中の活性基と樹脂分中

の特殊成分 との縮合作用は,専 ら蒸解液

の水素 イオン濃度に左右される接触作用

にあることを考慮すれば,樹 脂分の多量

もさること乍 ら,落 葉松心材は辺材に比

し,又 同一材幹で もその薪鮮なる間は,

多糖類中ε-ガ ラクタンの,i蒸 解の極め

て初期よりtHeeす る,副 反応16)生起の結

果,漸 次顯著に生成増大する酸成成分が

火なる原因となつていることが,後 報に

依つて更に明かとなる筈である.

4)繊 維素の蒸解状態(第9表,第9～

r10図)

C至 織維素収率 は全蒸解過程を通 じ
,気

乾によつて,心 材は漸1次顯著に増加する

が,辺 材にては末期に於いて 若干減少する.只 著 しく相違する点としては,心材の全繊維素

中Ct-一繊維素の残留率の傾向が次第に辺材(正 常蒸解:6))に接近 し,心 材繊維素は蒸解の最

第9表:残 留木粉中の全,a,β 及 び γ繊維素(1)(第9図).

心 材

残
留
木
粉
に

%

対

す

る

恭 解 過 程 }①1⑥1②1③1④ 「6
・ 全 繊 維 剰 =15疲 (57.3055

,95)1(慧8:器)(器)1(器

1 α 繊 維 素

1、

i41.131

2.14

(40。5641
。17)1(蝦)1囎1(91
(?38)1(職)1

=1〔).6611(18

(7£6)
5

(54
7611

L γ 繊 維 素 (11.7])9
50

1(言捌47訓(響)1(茸 塁

50)(9
449
61)(31
7538

21)1(8

淋
裳

%
一

全 繊 維 素

・ 繊 維 剰

β 繊 維 素

(器丑塁)緬 (322Q)(2996)(25
3327322231

1(皇 劉1訓(甥)(1
r繊 維 素

1(7239.43)1刺(診 劉(今

{葦艦1灘

82)σ
042

騎
賜
望

%

馴(葦

9?)1(器
14)(9
1024

83)(17
914

48)(1
893

(74.46)(60.6685
.1477.49)1(器

巷1>(81

§今)ISY,

麗)い釜

67)(25
4365

64)(269

3617婁

33)(26
8638

30)
15

57)
99

68)
59
05)
57
89)
91

88)
83
12)
43
89)
66
72)

54
一
81)
02
95)
04
14)
81
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繍

諜

%
…全
繊
維
素
中

の
同

一
成
分

に
対
す
る
%

α 繊 維 素

β 繊 維 素

γ 繊 維 素

α 繊 維 素

β 繊 維 素

γ 繊 維 素

(73.83)

76.06

(12.23)
5.16

(13.94)
18。78

(100.OO)
100.OO

(IOO.OO)
100.OO

(100.OO)
100.OO

76.35

3.98

19.67

88。74

68.18

"92
。58一

(70.78
73.59)i

(10.41
9.43)l

q§:零さ)1

(76.12
78.18)1

12;:器){

(134.93
73.02)i

(;9二99)[

(4.73
7.12)1

(17.67
17.51)i

(68β2
71。05)1

(99:68)1

(8242)
6685

(;9:8§)1

(;i23)1

(10.66)
12.58

(38。97)1
53.17

(27.72)1
73.44函
33.90 1

(34.20)

75.44

(59.24)

13.45

(6.56)
11.11

(1450)
37β9

(151.59)
99。57

(14.71)
.22.60

()は 気乾(A)の 場合.

第9表:残 留木粉中る全,a,β 及び γ繊維索(2)(第9図)・

脱 脂 心材

蒸 解 過 程1① 』1⑥1②i③1④1⑤

峨
留
林
粉
璽

淋

暢

蘇

%

麟
紳
鮨
鉱

糠
翌
全
繊
維
繁
中

の
同
一
成
分

に
対
す
る
%

全 繊 維 素

α 繊 維 素

β 繊 維 素

γ 繊 維 素

全 繊 維 素

α 繊 維 素

β 繊 維 素

r繊 維 素

全 繊 維 素

α 繊 維 棄

β 繊 維 素

γ 繊 維 素

α 繊 維 素

β 繊 維 素

γ 繊 維 素

¢ 繊 維 素

β 繊 維i素

γ 繊 維 素

1■53・1gl5・ ・43i63つ ・178231g・ ・6・

}■ … 。8い9刈 ・劉62・ 。9!69・74

1■ ・副 ・21i・22159111・ ・73

1■829}11岡11価11α23i・ ・12

15・21!4526い5・3・ い5・12】 ・・β713・ ρ7

138・1gl…1113聯13・ ・18132刷2・Za

l2・591・ ・1・12・681&・21…515・54

1剰 乳・5}9・8617・92152・1Z3・

11⑳ ・・1…141・q・ ・}・9£ ・1・ α・・}67・86

D・ ・£・。189・32}%岡89・49い3・9。16&66

D。 ・…D5・ β・ い ・・列116・6。D17・ ・6!213ρ ・

11・ ・£。174・7・i'1・ ・剰83・99i55馴2・ ・39

176ρ ・i7訓72・391・5・75179β ・ レ698

15・1619・ ・615・891・ ク。i猫11626

i18・78115剥2{・72D刷13の7[6ク ・

11・ ・加18・ ・32179・38i71β115…4i37ρ1

D。 ・ρ。1149列952・ い2・9717副118・48

11・q・ ・7軌6。96刈66ρq3591113超
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第9表:残 留木粉中の全,a,β 及 び γ繊維素(3)(第9図).

辺 材一
熾
留
林
粉
鰺

燃
柑

蘇

%

麟
期
廻

%
購
諜

%
全
繊
維
素
素

の
同
一
成
分

に
対
す
る
%

塗 繊 維 剰=15・.3陪 ≦:6≦,1(麗)1(ll9:2罰(翔 茎)

∴ 繊 維 素L=1、,.u,1(41254427)i(1;:8劉(含1:99)i(;9:19)

、…墨 墾.室L=⊥ ・蚕L(1:8盆[璽 「…蟹 上 獲

_L墾.墾 素LL=18.翼i(12.489.93)L --S;:翌1-(19:§子>L(9:葦3
全 雛 剰(57.0355。90)15、 副(9ム:捌(鴬:劉 囎)閥8二91)

・ 灘 剥(39.384290)1、 痂1(量8二 唇茎)/(99:捌(99:劉(擁)

β 繊 維 素1(§:9Z)』 蕊1(§:§ §)1(§:1$)1(§ 丑乙)1(1:ll)

・ 繊 維 剰(1琴:8£)i8為1(i6:?乙)1(;:馴(含:訓(1:8ξ ア

全 繊 維 素1(18P。:88)196訓(91:劉(§1:劉(1§i28)i(;§:?1)

・ 雛 剥(}88:88)ig8副(19二 劉(琴 乙劉(1;:器)【(薙 丁

β 繊 維 剰(}88:88)19創(i99:8弓)1(189:乙 皇)1(llt8:1?)1(}§盟

一 ・ 繊 維 素i(188:88)1,2州(ζ ラ:麗)1(;9:19)1(羅)1(霧:88)

.・ 灘 剰(99:9量)17渕(;乙:劉(;ま 五言)1(;§:ll)1(;講

β 壁 素
.Ll劃 ・笏 上 堕:18)L(12・S.§)lig:21)隈88≧

・ 繊 維 剥(26.3516.74)1,S.sgi(?1:?8)}囎 「(}8£1)1(琴:暑1)

・ 繊 維 剰(188:88)197剣(91:器)1(;;:99)i(992:88)1('21:19)

β 繊 維 素i(100.OO100.OO)1蛎1(19書:ll)1(18ζ:器)1(難)1(199:563)

・ 繊 維 素 「q囎)}91劇(72.71qAつq)【(乏 と今z)【(鞭)「(鼎)

()は 気 乾(A)の 場 合.

終時に於いて も,辺 材繊維素に比 し,軽 微な分解を受け,気 乾(A)に 於けるが如 き,激

しい変移は殆 ど起つていない.過 程 申の相違としては,α-繊 維素は ② の過程以降では

或る一定の差異 を略持続 し乍ら,進 行 してい る.而 して木材に対する%よ り見れば,心 材

も辺材 も約4%の 増加が生 じているのが見 られ,かSる 亜硫酸蒸解の困難な落葉松に於い

ては,全 般的に相当著 しく繊維素の蒸解状態 に良好な効果を招来している.

C.内 地落葉松心材樹脂分の亜硫酸蒸解に及ぼす影響に就て

落葉松心材樹脂分 をアセトンにて抽出し去つた脱脂心材の蒸解 中の過程を,心 材無処理

の場合 と比較すれば,樹 脂分のみの蒸解 に及ぼす差異が考察出来ることになるが,既 に前

項までに於いて,屡k論 及 したこともあるので重複の惧 も多いので,蝕 には要約する程度

に止める.樹 脂材の 蒸解妨害の 主因と目される所謂 樹脂分を殆 ど全 く除去する場合,気

乾(C)に於いて は,蒸 解の初期 より中期通程 ⑧ に於 ける様相は,凡 そ心材無処理の場
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合 と全 く対踪的な相違が発見さ

れる.即 ち多糖類は総体にその

溶出状況が速かであ り,リ グニ

ンは遙かに綾漫で且つ円滑に蒸

解の最終 に至るまで除去されて

行 く状態が示 され,牧i率 に就い

ては,心 材の場合と殆 ど同程度

め状況を呈してゐる.

繊維素の性質は心材繊維素に

類似 し,却つて或る種の定性,定

量試験に於ては,心 材繊維素 よ

り大なる水化度を示す ことは,

気乾(B)に 就いては.既 に別

の機会3)に 於て詳述 した通 りで

あるが,気 乾(C)に 於ける場

合は 更めて 後報に於いて 述べ

ることにするが,全 繊維素の実

質に就いては,殆 ど何等の改善

的差異は発見されていない もの

の如 くである.

D.気 乾とパルプ化 との関係

第10表,第11,12,13図 は,

亜硫酸蒸解極めて困難な内地落

葉松の可及的同一條件による製

造パルプ(被 処理木粉)と 気乾

経過 との関係を総括揚載 した も

のである.落 葉松はその心,辺

材別の差異 により,同 一條件下

に於ける蒸解成績は大い に相違

し,辺 材は心材 に比 し勿論常に

其のパルプ収率 は大であり,之

を全繊維素収率 より見れば,略

8%の 差異 を保持 し乍 ら,気 乾

によつて,判 然と心材 も辺材 も

昇率 している.次 に心材パルプ

の色調の変化は面白 く,瞭 然た

るものであつた.而 して脱脂心

材の場合の全繊維素収率 は心材

第9図.全 繊維素 β繊維素.

第10図.a繊 雄 素γ繊維素.

197
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第10表=落 葉 松 の気 乾 とパ ル プ化(1)

(第11,12,13図).

材 別 心 材
気 乾}(A)1(B)1(C)

牧 鵜123・ ・127・71382

躍 力峰%1-i2…166・1

・IWW素%195・ ・i89・51・6・2

鍛 少 毒%1■ …19・8

叢繊維謹%i刎2・ ・813・ ・9

屠 加 拳 矧 ■,・ ・71495

比粘度(・剛1・7・1,61,・S6sl1・87・

鞠 飴 度1235i・ ・3i26・

リグニソ%」3・6717231"6・ ・9

藩 費 黍%巨3618・ ・319・38

銅 価i2・98j5・891327

外 釧 顯 色1褐 倒 鯖 色

符 号i①1②i③

・○ 心材 バ
ルブム

脆脂心材 パルブ

ロ 邊材 パルプ

第11図.

第10表:落 葉 松 の気 乾 とパ ル プ化(2)

(第11,12,13図).

材 別1脱 脂 心 材

気 乾{(A)1(B)1(C)

牧 牽e%i2・ ・61・9・ ・137・6

屠 加 奉%1■ ・1・5i52・8

鐵 糠%196・2196219・ ・6

罧 少 奉%i■ ・i5・8

叢繊維黍 ・%i23・7i・ …IM・1

躍 加 奉%1-111・4i・3・9

購 度(・・5%)1,・S7511・71sl1・81・

噸 合度1192125・1255

リグニソ%15・ ・112・711・ ・82

籍 費 黍%122・15・681…,

銅 価13・771'・ ・63i2・81

外 観 騰 色 陳 司 骸 色

符 引 △1△{△

呑邊鶩 レプ

第12図.
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第10表:落 葉 松 の気 乾 とパ ル プ化.(3)

(第11,12,13図).

材 別1辺 材

気 乾t(A)1(B)1(c)

収率 %i3…13…i・2・9

屠 力峰%1-111・8}41・1

全繊糠%198・ ・195・996・ ・

綴 少 拳%1-12・1}1・5

瀞 噸%12・ ・8i・ …141・4

屠 藤%1■ …13・ ・9

比粘度(・・5%)12・・341・ ・1・・1・ ・?・8

鞠 重鍍13・ ・1315132・

リグニソ%い ・6612・1・i伽

藩 費 塞%112513・56}・ ・66

銅 価1・ …i3・56i2・12

外 副 白 倒 同1同

一

容欝蜘

第13図.

の場合に比較 し,大 して増加はしないが,そ のパルプのリグニン 量,塩 素消費 量より見れ

ば,殆 ど全 く一変し,改 善されている.之 に反 し全繊維素の重合度(粘 度)に は殆 ど変化

がない と云 うよ り,却つて低下する場合があることは,既 報3)の 如 くであるが,笛10表 に

よつても窺知される.即 ち気乾によつて落葉松のバルブ化には相当著 しい量的質的変化が

招来されることは,前 図 も亦之を示 している.

総 括

(1)内 地落葉松は其の木粉駅 としての気乾(1年 間)に よP,心,辺 材の区別な く,

木材中の非繊維素物構成成分申の2種 多糖類マンナン,ガ ラクタン量には著 しい増加 を示

すが,繊 維素含有量は若干減 少するととを知つた.

(2)内 地落葉松の心,辺 材別の木粉状 試料を1年 間気乾 した ものに就いて,其 の蒸解

機構の椙違を追究 し,其 の結果 と殆 ど気乾 しない場合 の結果とを比較対照 して,落 葉松心

材の蒸解困難と気乾の及ぼす影響に就 き考察 した.

(3)樹 落葉松心材 より樹脂分を除去 した試料に就いて も同様の実験を行つて,こ の場

合 と心材乃至辺材の場合 と比較 して,心 材樹脂分の蒸解中に於ける影響に就いて 述べた.

(4)落 葉松心,辺 材別パルプ(被 処理木粉)と 気乾との関係を一括表示 して,気 乾の

効果 を述べた,
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 Summary 

(1) When Karamatsu has been seasoning as heart wood sawdust and sap 

wood sawdust for a long time (12 months), galactans and mannans in saw-

dusts are increased, but total celluloses are a little decreased. 

( 2 ) The author considered the effects of the seasoning and the difficulties 

of the suefite digestion with Karamatsu heart wood by means of comparing 

the differences of the digestionmechanism of the heart wood and the sap wood. 

( 3 ) The effects of the heart wood resin upon the cooking are stated by 

means of comparing the differences of the digestionmechanism of the heart 

wood and the resin-free heart wood, 

( 4 ) As regard to the sulfite pulps with the heart wood sawdust and the 
sap wood sawdust are the effects of the seasoning considered.


